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内容の要旨及び審査の結果の要旨
創外固定を用いた骨延長術は四肢長管骨の術後欠損や短縮症に対する有効な治療法である。一方で
延長部の骨形成不全が3-8%に発生し大きな問題となる。本研究では３相骨シンチグラフイで骨延長
術の結果予測が可能か検討した。また化学療法と手術侵襲が骨延長術に与える影響についても検討し
た。方法：骨延長術を施行した６０名(高悪性度骨腫瘍患者９名:Ａ群、低悪性度または良性骨腫瘍患
者11名:Ｂ群、非腫瘍性疾患患者４０名:Ｃ群)を対象とした。術後５～１４日の待機期間の後に骨延長
を開始した。延長速度は1,,,,/曰とし仮骨形成が不良であれば延長速度を遅くした(延長期)。仮骨が
硬化した後、創外固定を外し延長終了とした(硬化期)。臨床的指標として1）Distracrionindex（延
長期間/延長量:days/c､)、２）Maturationindex(硬化期間/延長量:days/c､)、３）Externalfixation
index（全延長期間/延長量：days/c､)を用いた。３相骨シンチグラフイは延長期にTc-99m-methylene
diphosphoｎａｔｅ７４０ＭＢｑのポーラス投与にて施行し、血流相、プール相、後期相にてデータ収集した。
関心領域を延長部と対･側健常部に設定し､核医学的指標として血流指数（PI)、プール相集積比（BPR)、
後期相集積比（､R)を算出した。レントゲン所見から骨形成不全と判断され延長部に骨移植が施行さ
れた症例を骨形成不全群とし、その他を骨形成良好群とした.結果：ＰＩ，ＢＰＲはＡ，Ｂ，Ｃ群間で有意
差を認めなかった。、ＲではＡ群がＢ，Ｃ群よりも有意に低値であった。骨形成不全群患者は１１名で
あった。Distractionindexは骨形成不全群の方が良好群よりも低値であったが両群の鑑別は不可能
であった。核医学的指標はすべて骨形成不全群は良好群よりも低値であった。骨形成不全群の検出に
ついて、カットオフ値、感度、特異度、正診率はそれぞれＰＩで１．１，３６％，９０％，８０％、ＢＰＲで１．２，
５５％，９４％，８７％,ＤＲで２．２，８２％，９６％，９３％であった。結論：臨床的指標と比較して核医学的指
標、特にＤＲは骨延長術の結果予測について非常に優れた検出能を示した。
本研究結果により、骨延長術の結果予測が臨床応用へ期待できる意味において、学位に値する研究
であると評･価された。
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